
075

機
械
・
装
置

生
産
用
機
械
器
具
の
製
造

株
式
会
社
ウ
チ
ノ
　
　
大
阪
市 

西
区

住　所 〒550-0026
 大阪市西区安治川2-1-40
T E L 06-6657-0100
F A X 06-6658-0656
設　立 昭和40年11月1日
資本金 4,800万円
従業員 40名
代表取締役　内野 恵司

「
秒
進
分
歩
」す
る
半
導
体
の

高
度
な
技
術
力
を
取
り
入
れ
た

鍛
造
用
誘
導
加
熱
装
置
を
開
発

株
式
会
社 

ウ
チ
ノ

■主な事業内容

当社のものづくり
セールスポイント

鍛造用高効率誘導加熱装置・自動
鍛造加熱炉・自動ボルト加熱炉・誘
導溶解保持装置・各種自動化装置
の開発・設計・製作

■主な取引先
全国の鍛造会社およびアジア諸国
の鍛造会社

「常に新しい技術を開発、導入していく」。創業以来一
貫しているこの姿勢を今後も変えることなく、顧客の声を
反映させ、環境にも配慮した本当の“ものづくり”に取り
組んでいきます。当社の製品に携わる全ての人が、仕事
にプライドを持てる体制づくりも私の大切な役割だと考
えています。

地球環境保全にも注力し
新しい技術を積極的に開発します

代表取締役  内野 恵司 さん

他社に
は

負けな
い株式会社ウチノ

http://www.uchino-tec.co. jp

Company Profile

コスト
相  談

納  期
相  談

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

量  産
対  応

海  外
発注可

企画力
自信有

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
機
に

電
気
を
用
い
た

加
熱
装
置
の
開
発
に
着
手

　

１
９
４
９
年
に
創
業
し
、
鍛
造
・
加
熱
の
分

野
に
特
化
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
加
熱
装
置
お
よ
び

周
辺
機
器
の
開
発
・
製
造
販
売
に
取
り
組
ん

で
い
る
ウ
チ
ノ
。１
９
６
５
年
に
株
式
会
社
と

な
って
か
ら
は
、
重
油
な
ど
の
化
石
燃
料
を
用
い

た
鍛
造
用
焼
却
炉
の
開
発
製
造
を
行
い
、シ
ェア

を
順
調
に
伸
ば
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
同
社
に
変
革
を
迫
っ
た
の
が
、
１
９
７

０
年
代
、
日
本
中
を
パニッ
ク
に
陥
れ
た
第
一次
・

第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョッ
ク
。油
の
値
が
高
騰
し
、従

来
の
重
油
を
大
量
に
使
う
燃
焼
炉
で
は
コ
ス
ト

が
か
か
り
す
ぎ
る
と
い
う
事
態
が
起
き
た
の
だ
。

ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
、
ヨ
ー
ロッ
パ
で
開
催
さ
れ

た
国
際
鍛
造
会
議
に
出
席
し
て
い
た
ウ
チ
ノ
の

先
代
社
長
は
、燃
焼
炉
か
ら
電
気
炉
が
主
流
と

な
り
つ
つ
あ
る
海
外
の
動
向
を
会
議
の
場
で
敏

感
に
キ
ャッ
チ
し
た
。国
内
で
も
自
動
車
業
界
な

ど
が
電
気
炉
で
の
鍛
造
を
取
り
入
れ
始
め
て
い

た
だ
け
に
、
同
社
は一念
発
起
し
て
電
気（
Ｉ
Ｈ
）

を
用
い
た
誘
導
加
熱
装
置
の
開
発
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

燃
焼
炉
製
造
で
培
っ
た
技
術
力
に
加
え
、
優

秀
な
ブ
レ
ー
ン
と
の
幸
運
な
出
会
い
も
あ
り
、
ト

ラ
ン
ジ
ス
タ
式
鍛
造
用
誘
導
加
熱
装
置
『
ス
ー

パ
ー
ヒ
ー
タ
ー
』
の
第
１
号
機
は
１
９
８
２
年
に

完
成
し
た
。価
格
が
高
く
、
そ
れ
ま
で
は一
部
の

大
手
企
業
に
し
か
導
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
誘

導
加
熱
装
置
。ム
ダ
を
徹
底
的
に
排
除
す
る
こ

と
で
コ
ス
ト
を
抑
え
た
同
社
の
誘
導
加
熱
装
置

は
、
中
小
企
業
の
顧
客
か
ら
の
圧
倒
的
な
支
持

を
得
て
シ
ェ
ア
を
み
る
み
る
拡
大
。現
在
で
は
型

打
ち
熱
間
鍛
造
を
行
っ
て
い
る
７
割
の
鍛
造
会

社
が
、同
社
の
製
品
を
導
入
し
て
い
る
。

閃
き
を
実
現
し
、実
行
さ
せ
る

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
開
発
姿
勢
で

鍛
造
業
界
の
未
来
を
切
り
拓
く

　

グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
進
歩
し
続
け
る
日
本
の

半
導
体
業
界
と
足
並
み
を
揃
え
る
よ
う
に
、
真

空
管
・Ｍ
Ｇ・
サ
イ
リ
ス
タ･

バ
イ
ポ
ー
ラ
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ･

Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｔ・Ｈ
Ｖ-

Ｉ
Ｐ
Ｍ
等
さ
ま
ざ
ま

な
半
導
体
技
術
を
取
り
入
れ
た
誘
導
加
熱
装

置
を
開
発
す
る
同
社
。加
熱
コ
イ
ル
に
よ
っ
て
周

波
数
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
で
、
径
の
太
い
材
料

か
ら
細
い
材
料
ま
で
効
率
よ
く
加
熱
で
き
る
機

種
な
ど
、
誘
導
過
熱
の
概
念
を
一
変
さ
せ
る

ニュー
コ
ン
セ
プ
ト
マ
シ
ン
は
、
長
い
歴
史
で
培
っ
た

斬
新
な
発
想
と
ア
イ
デ
ア
か
ら
誕
生
す
る
。「
中

小
メ
ー
カ
ー
な
ら
で
は
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ

が
当
社
の
ウ
リ
。『
閃
き
を
実
行
し
、
実
現
さ
せ

る
こ
と
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
こ
れ
か
ら
も
ア
グ
レ
ッ
シ

ブ
な
姿
勢
で
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

と
内
野
社
長
は
語
る
。

　

日
系
企
業
の
ア
ジ
ア
進
出
に
と
も
な
い
、同
社

の
製
品
も
そ
の
シ
ェ
ア
を
世
界
レ
ベ
ル
で
拡
大
さ

せ
て
い
る
。ア
ジ
ア
の
大
国
へ
と
成
長
し
た
中
国

で
の
展
示
会
に
も
出
品
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
飛
躍
の
場
を
求
め
て
世
界
に
羽
ば
た
く
「
ウ

チ
ノ
」
ブ
ラ
ン
ド
。最
高
の
技
術
を
め
ざ
し
続
け

る
先
進
の
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロニ
ク
ス
に
、
終
わ
り

は
な
い
。

5 連先端加熱装置

移動式少量加熱用コンパクトタイプCXシリーズと低パスラインUSH-HCシリーズ

機
械
・
装
置

医
療
用
・
理
化
学
用
器
械
器
具
の
製
造

株
式
会
社
大
同
工
業
所
　
　
東
大
阪
市

074

住　所 〒577-0006
 東大阪市楠根1-6-45
T E L 06-6746-7141
F A X 06-6746-7195
設　立 昭和56年11月10日
資本金 1,000万円
従業員 25名
代表取締役　大桐 春一

「
冷
温
保
存
」と「
防
爆
」

２
つ
の
技
術
で

医
療
界・産
業
界
に
貢
献

株
式
会
社 

大
同
工
業
所

■主な事業内容

当社のものづくり
セールスポイント

血液用冷蔵庫をはじめとする
医療機器製品、防爆冷蔵庫お
よび恒温槽等の防爆製品の
製造販売

■主な取引先
全国血液センター、病院、石油
化学関連企業 等

「大阪で商売したら次は東京。東京でできたら全国、日本
に広まったら世界進出やで。世界をまたにかけてやりや」。
これは、私が若いころに受けたアドバイスの言葉です。私
は叶いませんでしたが、次代では世界に羽ばたいてほし
い。そのための努力を怠らず邁進していきたいと思います。

「念ずれば努力と共に成就する」
この想いを胸に、次代は世界へ！

代表取締役  大桐 春一 さん

他社に
は

負けな
い株式会社大同工業所

http://www.daido-ind.co. jp

Company Profile

オンリー
ワン技術

メイドイン
ジャパン

試作可
小ロット

量  産
対  応

海  外
発注可

企画力
自信有

冷
蔵
技
術
の
新
た
な
活
路
を

見
出
し
た

ニ
ッ
チ
な
分
野
へ
の
挑
戦

　

冷
蔵
庫
、冷
凍
庫
、恒
温
槽
を
製
造
・
販
売

す
る
大
同
工
業
所
。と
いって
も
、
家
庭
や
飲
食

店
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
な
食
品
保
存
用
の
も
の

で
は
な
い
。『
血
液
用
冷
蔵
庫
』
や
『
防
爆
冷
蔵

庫
』
と
いっ
た
ニッ
チ
な
分
野
で
活
躍
す
る
製
品

群
だ
。

　

同
社
は
、
昭
和
20
年
創
業
以
来
ス
テ
ン
レ
ス

製
品
、厨
房
機
器
、業
務
用
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫

等
を
製
造
し
て
き
た
。し
か
し
、
大
手
メ
ー
カ
ー

の
参
入
に
よ
り
競
争
が
激
化
。新
た
な
道
を
探

る
べ
く
、
昭
和
44
年
に
冷
蔵
・
冷
凍
技
術
に
医

療
用
と
い
う
付
加
価
値
を
つ
け
た
理
化
学
用
・

医
薬
品
用
保
冷
庫
・
フ
リ
ー
ザ
ー
等
の
製
造
に

着
手
し
た
。　

　

こ
の
ニッ
チ
な
分
野
へ
の
挑
戦
に
よ
り
、
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
へ
の
血
液
保
存
器
具
納
品
を

開
始
す
る
等
、
着
々
と
実
績
を
築
く
。さ
ら
に

新
た
な
分
野
を
開
拓
す
べ
く
、
防
爆
冷
蔵
・
冷

凍
庫
製
造
を
開
始
。平
成
９
年
に
厚
生
労
働
省

産
業
安
全
技
術
協
会
の
検
定
合
格
を
受
け
、本

格
参
入
を
開
始
し
た
。

〝
安
全
を
守
る
〞製
品
づ
く
り
で

こ
れ
か
ら
は
、世
界
を
視
野
に

　
『
血
液
用
冷
蔵
庫
』に
は
、
善
意
で
献
血
さ
れ

た
大
切
な
血
液
を
保
存
す
る
と
い
う
役
割
が
、

ま
た
『
防
爆
冷
蔵
庫
』
に
は
引
火
性
液
体
を
安

全
に
保
存
す
る
と
い
う
役
割
が
あ
り
、
ど
ち
ら

も
医
療
界
や
化
学
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

産
業
界
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
製
品
だ
。異
分

野
に
お
け
る〝
安
全
な
温
度
管
理
〞に
貢
献
す
べ

く
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
精
通
し
た
知
識
や
、法

律
に
よ
る
厳
し
い
規
定
に
基
づ
い
た
製
造
が
求

め
ら
れ
る
。　

　

輸
血
用
血
液
を
保
管
す
る
た
め
の
冷
蔵
庫

等
は
、医
療
機
器
と
し
て
の「
薬
事
法
」の
承
認
・

認
証
が
必
要
だ
。ま
た
、可
燃
性
ガ
ス
に
対
す
る

安
全
の
証
で
あ
る〝
防
爆
〞を
冠
す
る
た
め
に
は
、

「
労
働
安
全
衛
生
法
」
の
検
定
に
合
格
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。同
社
は
、
常
に
進
化
す
る
法
規

制
に
対
応
し
続
け
、
人
々
の
安
全
を
守
る
貴
重

な
製
品
づ
く
り
を
行
って
い
る
。

　

医
療
機
器
も
防
爆
機
器
も
、
そ
の
目
的
は

〝
人
々
の
安
全
を
守
る
〞こ
と
で
あ
る
の
は
世
界

共
通
だ
。だ
か
ら
こ
そ
、
あ
ら
ゆ
る
国
に
需
要
は

あ
る
と
考
え
、
今
後
は
世
界
に
も
注
目
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
同
社
。

「
弊
社
の
製
品
は
大
量
生
産
型
で
は
な
く
、
現

場
ニ
ー
ズ
に
そ
っ
て一つ
ひ
と
つ
忠
実
に
造
り
上
げ

て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
品
質
向
上
、技
術
向
上

を
め
ざ
す
た
め
に
は
、
社
員
の
教
育
訓
練
や
資

格
取
得
の
奨
励
を
行
い
、
世
界
に
通
用
す
る
次

代
の
人
材
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と

語
る
大
桐
社
長
。常
に
法
規
制
と
格
闘
し
、コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
厳
守
し
て
き
た
同
社
に
と
って
、

「
小
さ
な
こ
と
で
も
守
れ
ば
、将
来
的
に
大
き
な

成
果
が
生
み
出
せ
る
」と
い
う
精
神
が
、医
療
機

器
製
品
と
防
爆
製
品
の
開
発
に
繋
が
っ
て
き
た

と
い
う
自
信
と
確
信
が
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
精
神
で
世
界
の
海
へ
と
漕

ぎ
出
す
つ
も
り
だ
。

引火性液体の加熱、危険場所での熱源に必要
不可欠な『防爆シーズヒーター』

血小板製剤保管を担う『クロマトチャンバー』と、危険な場所での作業環境改善に役立つ『防爆スポットクーラー』




